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この度、おむすび倶楽部友の会が、本年度（R3）の内閣府「社
会参加活動事例」に決定されました（内閣府のHPで公表されてい
ます）。ひとえに、皆さまのご理解とご支援によるものと本当に
感謝しています。
この一年半以上は、コロナ禍で十分な活動ができませんでした。

しかしながら、Withコロナではありますが、地域とのきずなを
いっそう大切にしながら、少しずつ活動を取り戻したいと考えて
います。皆さまからのこれまで以上に温かいご指導励ましが、私
どものいっそうの力になると信じています。
今後とも引き続き、地域の居場所「おむすびハウス」をよろし

くお願いいたします。（大久保）

内閣府からの表彰（2021年9月）

（2021年11月13日）

コロナ禍のコミュニティはどうかわるか

元気創造プラザの4階ホールで、以前から三鷹市とかかわりのある
立教大学教授の中村陽一先生に講演していただきました。参加者
は、会場に31名、オンラインで23名、合計54名でした。

講演は、コロナ禍の格差拡大などの課題を取り上げながら、社会デ
ザインの立場に立って見つめ直すと、コロナ禍でも新たな人と人とがより
結びついた地域コミュニティをつくることができるのではないか、というお
話でした。

さらに、SDGsに留意した地域コミュニティづくり、コロナ禍での多様
な働き方や移住、さらに観光などに取り組む自治体や地域での新し
い動きなど、私どもの居場所づくりにとても参考になるお話でした。

このまちづくり講座は令和3年度「高齢者自主グルーブ講師
派遣」として三鷹市の助成を受けて実施しました。

SOMPO福祉財団からの助成金をいただ
きました。このおむすびハウス通信第5号
の印刷にも使用させていただいています。

また、多くの参加者の方達から寄付を頂
いております。感謝いたします。

（2021年9月26日）

音楽よもやま話 音楽にジャンルってあるの

～元日フィル奏者によるおもろい話～

中村 陽一 先生
（立教大学教授）

新井 豊治 氏
（元日本フィルハーモニー

交響楽団員）

コロナ禍でも心豊かに潤いを、コロナ禍でこそ繋がりを！という事で企

画しました。

元日本フィルハーモニー交響楽団のビオラ奏者の新井豊治氏を招い
て、20曲余を流しながら、ジャンルとは何かについて語って頂きました。

終了後のアンケートでも「作曲の秘話、音楽の秘話、音階の流れを
聴けて、この年になって新しいことを学び楽しかった」「すばらしい！実音
つきでわかりやすく久し振りに気分がスッキリ」「いつもと違う視点での音
楽の楽しみ方を教えて頂いた」等寄せられ、コロナ禍でも参加者の気持
ちが温かくなったのではと喜んでいます。

参加者は、会場に49人、オンラインに27人合計76人で成功裡に終
わりました。

今回は、協働センター主催の「みたか地域活動・NＰＯフォーラム」に
参加し、地域の団体との交流も図りました。
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運営委員一同喜びの記念撮影
（表彰状と楯は後から追加しました）

コロナ禍前と同様に、手作り大好きな
人達が、好きな作品を好きなように、
縫ったり編んだりを始めました。そして
「お直し」を始めました。簡単な物に限
りますが、なにかお困り事がございまし
たらご相談ください。詳細は「おむすび
ハウス」内のチラシをご覧下さい。

手作りサロンからのお知らせ

第4回 おむすび寄席

「おむすび寄席」もコロナ禍で開催中
止となっていましたが、場所をおむす
びハウスから協働センターに変更し、
会場（参加者39名）とオンライン（同
23名）との併用で実施しました（8月
1日）。今回は、落語、小噺、講談、
そしてマジックと内容も豊かでした。

一年ぶりに、絵本と親子遊びの
会を開催しました（11月16日）。
6組の親子さんが参加され、大山
恵子先生が、絵本の読み聞かせ
やわらべうたのご指導下さいま
した。どんぐりなどを入れて、
小さなペットボトルでマラカス
作りもできました。第３火曜日 10時～11時半

おむすび子育てサロン「絵本と親子遊びの会」

「リフレッシュ体操」は毎週
金曜日午後におむすびハウスで鈴木
明美先生の指導の下、ストレッチ&
有酸素運動などを行っています。

「脳活にチャレンジ」では第
３週・５週の火曜日に楽しく活動を
行っています。
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